
公式SNSでは、世界の子どもたちをとりまく情報を発信しています。
ぜひ「いいね！」や「シェア」で、お友達にご紹介ください。

地域の課題

支援はチャイルドの生活を変える力となります

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップは、１人の子どもに直接お金やモノを提供す
るプログラムではありません。支援地域の子どもたちが健やかに成長す
るための環境を整え、人々が“未来を切り拓く力” を得られるようにする、
長期的な支援活動です。チャイルドが住む地域とその課題、現地で
ワールド・ビジョンが実施している活動についてご紹介します。

マイ ワールド・ビジョンに登録しませんか？

ご支援者の皆さまのポータルサイト、マイ ワールド・ビジョンに登録（アカウント作成）
後ログインしていただくと、チャイルドと支援地域の写真や情報がご覧いただけます。

ホームページトップの「支援者の皆さまへ」に進み、「アカウント作成」のボタンから、
もしくは右のQRコードからお手続きください。

Instagram
@worldvisionjapan

FACEBOOK
@worldvisionjapan

X
@WorldVisionJPN

*2018年時点

27%*5歳以下の低体重の子ども

38%*子どもの食費・教育費を
賄うことができない世帯

27%*コミュニティが子どもにとって
安全ではないと感じている
保護者

低所得と食料不足

劣悪な保健衛生・栄養状態

シムラちゃん（左）は小さい頃から学校の先生になるのが夢でしたが、子どもの教育に
関心を持たない両親のもとで、次第に夢を失いつつありました。

しかし、ワールド・ビジョンの支援が始まり、定期的にスタッフの訪問を受けるうちに、両親
は教育の重要性に気づきました。シムラちゃんも子どもの権利について学び、通学かばん
や文房具の支援も受け、今はまた先生になるという夢に向かって熱心に勉強しています。

ワールド・ビジョンは、シムラちゃんのような子どもたちが地域の中で夢を持って成長していく
ために、支援活動を行っています。

子どもの権利と保護への認識

バングラデシュ人民共和国

フルバリア地域開発プログラムのご紹介
(BGD-185387)

支援地域の小学校

一部壁がなく床は土です

ぬかるんだ道を素足で歩く子どもたち



地域の課題

ワールド・ビジョンが行う支援活動

国情報

地域情報

支援期間：
*支援期間はプログラム準備期間を含み
ます。支援終了予定日や活動の目標は、
予期しない突発事項やプログラムの進捗
状況により、変更される場合があります。

低所得と食料不足

農業以外の収入の道が得られるよう
支援します

• 野菜栽培や家畜飼育に関する研修と、
家畜の提供

• 農業以外の収入を得られるよう、縫製
や竹細工などの研修

• 貯蓄グループを組織し小規模融資を
受ける機会の提供

主産業は農業ですが生産量は低く、
38%の世帯が、子どもの食費や教育
費のために十分な収入を得られていま
せん。

出産前健診を受ける母親の割合が
16%、出産後健診の受診割合も24%
と低く、特に妊産婦への啓発が必要です。
栄養不良の子どもも多く、合併症を併発
し命を落とす場合もあります。医療施設、
薬、医療機器が不足し、十分な研修を
受けた医療従事者も少ないため、適切な
治療を受けることが難しい状況です。

母親たちに栄養価の高い食事の作り方を
教え、家庭で実践することで子どもたちの

栄養状態を改善します

• 母親への子どもの栄養や健康管理に
関する研修

• 衛生習慣やトイレ利用に関する啓発

• 地域診療所が適切に運営されるよう
地方行政機関への働きかけ

劣悪な保健衛生
・栄養状態

子どもの権利や子どもの保護への認識
が低く、多くの保護者がコミュニティの環
境が子どもにとって安全ではないと感じて
います。また、子どもの権利や保護への
認識が低い保護者も数多くいるため、
女の子は結婚を強いられたり、男の子は
家計を助けるために働きに出るよう求め
られることがあります。

子どもフォーラムを通じ、子どもたちが自分の
意見を言えるよう支援します

• 子どもフォーラムや学校を通じた啓発

• 住民グループによる地域の開発に向け
た計画の策定と実施

• 地元行政への、子どもにとって安全な
環境を作るための働きかけ

子どもの権利と
保護への認識

南アジアに位置し、インド、ミャンマーと国境を接し、南はインド洋に面しています。日本の4割ほどの国土に約1億5000万人が暮らしています。ベンガル人
が人口の98%を占め、イスラム教徒が約90%と多数派です。公用語はベンガル語。教育制度は、就学前教育(1年)、初等教育(5年)、中等教育(7
年：3－2－2年)、高等教育(3年～)で、義務教育は初等教育の5年間です。国の中央部をガンジス川が流れ、国土の大部分はデルタ地帯で、サイク
ロンや洪水などの自然災害の被害を受けやすい国です。

バングラデシュ人民共和国

フルバリア
地域開発プログラム

2007年～2028年

首都ダッカから北へ約140km、車で約4時

間の場所に位置する、マイメンシン県フルバリ

ア郡にてプログラムを実施しています。支援地

域はマイメイシン県の中心部から車で約30

分の距離にあるため、物資の輸送に関しては

便利です。比較的高地のため、バングラデ

シュ特有の洪水も少ない地域です。しかし、

マイメイシン県の中でも貧困度が高く、継続

的に学校に通えないために進級できず中途

退学する子どもが多くいます。都市に出稼ぎ

に行き、家族と離れ劣悪な環境の中で働か

ざるをえない子どもたちも少なくありません。

首都：ダッカ

フルバリア
地域開発プログラム
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